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Ⅰ. はじめに 

 小学校や中学校，高等学校の保健体育の教員は，体育授業を通じて体つくり

運動，器械運動，陸上競技，水泳，球技など，さまざまな競技種目 (領域) を指

導することが求められる．そのため，競技に必要な動きの特性を理論的に知る

ことや，どのように動くかを知ることが重要となる． 

動きの特性を知ることは「理論知」と呼ばれ，どのように動くかを知ること

は「実践知」と呼ばれている (Ryle, 1987)．理論知は，教科書や専門書を読め

ば分かることだが，実践知は実際に運動を行う必要がある．また，実践知には

「どのような感じで動くと良いのか」といった動感を知ることも含まれており，

これは所謂「コツ」と表現されるものである (會田, 2018)．阿江 (2005) は，

コツの情報は人に伝わり，共有可能なものであるとし，一流選手を対象にイン

タビュー調査を行い，コツの分析を質的に行っている．また，仲宗根 (2018) は，

学校体育の現場では，コツも指導していかなければならないと報告しており，

サッカー初心者指導に活用できるボールの蹴り方のコツを調査した研究や (寺

田, 2018)，陸上競技におけるリレー学習を課題に，動きのコツの指導効果を検

証した研究から (山本, 2012)，コツを指導することの重要性が報告されている． 

しかし，学校現場で指導するすべての競技種目を満遍なく学び，コツを指導

することは至難の業であり，現場では多くの教員が苦労しながら体育を実施し

ている．中でも，器械運動は種目独自の運動技能が要求されるため，体育授業

の際に指導することが難しい種目の一つとされている (髙橋・水口, 2016)．さ

らに，器械運動の指導では示範を見せることによって学習者のイメージが作り

やすくなるため，理論知以上に実践知を踏まえた指導が重要になってくる (水
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島, 2004)．そのため，多くの教員が器械運動の指導に不安や苦手意識を抱え，

指導方法も十分に理解できていないといった問題が生じている．同様の傾向は，

中学校・高等学校教諭一種免許状 (保健体育) の取得を目指す大学生にも表れて

おり (髙橋・水口, 2016)，実際に，本学の教職課程に所属する学生に調査を行

ったところ，「教育実習先で器械運動を指導することに自信はあるか？」という

質問に対して，70.6％ (12/17名) の学生が「自信はない」と回答している． 

よって，器械運動の指導法について理解を深めることは，教員の指導の負担

を軽減させることだけでなく，保健体育の教員を目指す学生の自信に繋がるか

もしれない．そこで，本研究では体操競技の専門家が教える器械運動の授業と

教科書に書いてある指導内容との違いを質的に調査し，どのような違いがある

のかを考察することを第一の目的とした (調査 1)．さらに，その授業を受けた

学生の教員を目指すことへの意識の変化について調査することを第二の目的と

した (調査 2)． 

 

Ⅱ. 調査 1 

1．方法 

a．調査対象者および実施時期 

 体操競技の専門家であり，高等学校の保健体育教員を 30 年以上勤めた A 氏

を本学に招き，教職課程の授業である「器械運動」の指導を行ってもらった．

実施時期は，令和 2 年 10 月 16 日であった． 

 

b．授業内容および分析 

授業内容は，指導中の言葉を記録するためにビデオカメラを用いて撮影した．

授業は 90 分間実施され，ウォーミングアップから始まり，①前転，②後転，③

倒立＋倒立前転，④前方倒立回転跳びの指導が含まれていた． 

撮影した映像を基に文字起こしを行い，高等学校で保健体育教員を 30 年以上

勤めた筆者と共同研究者とともに，特徴的な指導内容を抜粋した．その後，保

健体育の教科書であるアクティブスポーツ総合版 (大修館書店編集部, 2020a: 
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84-87) とステップアップ高校スポーツ (大修館書店編集部, 2020b: 30-35) を

用いて，指導内容の比較検討を行った． 

 

2．結果 

 表 1 は，A 氏の指導内容から特徴的な指導を抜粋し，教科書の指導内容と比

較したものである．括弧内の言葉は，文の意味が通りやすいように補足したも

のである． 

 それぞれの種目の指導ポイントをカテゴリーに分け，各種目，カテゴリー間

の指導内容の比較検討を行った結果，A 氏は「フッ」や「クシャ」といった擬

音語を使用した指導をしていることが明らかとなった．実際に数を数えてみる

と，19 個の擬音語が確認できた．また，教科書の指導内容では，一つ一つの動

きを意識させる指導が多いが，A 氏は，一つ一つの動きの繋がりを意識させる

指導が多いことが伺えた．具体的には，前転の順次接触の技術指導の場合，教

科書では「頭の後頭部からついて，あごを引いて背中を丸く保ち，膝の抱え込

みが遅れないようにする」といった，その時々の動きを意識させるような指導

するのに対し，A 氏は「足の振り下ろしを意識させることで，上半身が勝手に

回り，最終的に身体が起き上がってくる」といった，一つの動きが次の動きに

繋がっていくことを意識させる指導をしていた．  
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表 1. 教科書と A 氏の指導内容の比較 
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3．考察 

調査 1 の目的は，体操競技の専門家が教える器械運動の授業と教科書に書い

てある指導内容との違いを質的に調査し，どのような違いがあるのかを考察す

ることであった． 

調査の結果，A 氏は擬音語を使った指導をしていること，一つ一つの動きの

繋がりを意識させていることが明らかとなった．擬音語は実際の音を真似て言

葉とした語であり，藤野・吉川 (2001) は，スポーツ領域で活用されている擬

音語をスポーツオノマトペと名付けている．スポーツオノマトペの表現は，発

揮する運動の状況によって異なり，パワーを発揮する時には「グッ」，スピード

を出す時には「サッ」，運動の持続性を意識する時には「ポーン」，タイミング

を意識する時には「ピタッ」など，発揮する運動の状況にあった表現が使われ

ていることが明らかとなっている (藤野・吉川, 2001)．そのため，本研究にお

いても状況にあったスポーツオノマトペが使用されていることが考えられる．

また，指導場面におけるスポーツオノマトペの効果について，①言葉にするの

が難しい複雑な動きや微妙な運動ニュアンスを簡単に説明できる，②記憶に残

りやすく，フォームの改善や定着に効果が大きい，③指導相手の個人や集団と

の意思疎通が良くなることの 3 つがあると報告されている (藤野, 2011: 82)．こ

うした効果から，スポーツオノマトペには運動のコツを伝える特性があると考

えられる．よって，A 氏の指導はスポーツオノマトペを利用して，動きの繋が

りを説明している pという特徴を持ち，この特徴を一言でまとめると，「コツ」

を伝える指導になっていると考えられる (吉川, 2013)． 

 以上の結果を踏まえ，調査 2 では，こうした特徴を持つ指導を受けた学生の

教員を目指すことへの意識の変化について調査することを目的とした． 
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Ⅲ. 調査 2 

1．方法 

a．調査対象者および調査期間 

令和 2 年度後期に実施した器械運動の授業を履修した 2 年生 32 名 (男性 24

名, 女性 8 名) を対象とした．1 回目の調査は令和 2 年 10 月 2 日の授業終了後

に行い，2 回目の調査は，A氏の授業を実施した令和 2 年 10 月 16 日に行った．

最終的に 18名 (男性 12 名, 女性 6 名) の学生から回答を得た (回収率: 56％)．

調査実施時に，調査目的や回答の利用方法，回答は強制でないことを説明し，

未回答であっても成績に影響しないことを口頭で伝えた．また，得られたデー

タは個人が特定できないように処理することも併せて伝えた．以上の内容を説

明後，調査への協力をお願いした． 

 

b．調査項目の内容と作成方法 

「教職に関する調査」をテーマに，13 項目の質問を作成した．質問内容は，表

2 に示した通りである．質問紙は，Google のフォームを利用して作成し，スマ

ートフォンで回答を求めた．また，2 回目の調査では，「A氏の授業の満足度を

10 段階で教えてください。」という項目を追加して行った． 
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表 2. 質問内容について 
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c．分析 

本調査では教職及び教育実習に対する意識に関する 4 つの質問項目 (質問 6, 

9, 10, 11)とA氏の授業への満足度を分析対象とした．回答は 10段階で行われ，

選んだ数字を得点化した．例えば，質問内容が「現在の教員志望度を 10 段階で

教えてください。」といった場合は，1 は 1 点で最も低く，10 は 10 点で最も高

い得点とした． 

 1 回目と A 氏の授業後の教職に関する意識の違いを検討するために，質問項

目ごとに対応のある t-検定を行った．すべての統計には，SPSS Statistics (IBM

社製, SPSS for windows ver.25) を用い，有意水準を 5％未満とした． 

 

2．結果 

図 1 は，A氏の授業の満足度を示したグラフである．結果から，満足度が 9，

10 点と回答した人が 89％いることが分かる．よって，多くの学生が A 氏の授

業に満足していたといえる． 

 

図 1. A 氏の授業への満足度 
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次に，図 2 は 4 つの質問項目の回答を得点化し，1 回目の授業と A 氏の授業

後の教員を目指すことへの意識の変化を比較したグラフである．質問項目ごと

に t-検定を行った結果，すべての項目間で有意な差は示されなかった (p > .05)． 

 

図 2. 教員を目指すことへの意識の変化 

 

3．考察 

調査 2 の目的は，教員を目指すことへの意識の変化に着目し，コツを伝える

指導の効果を検証することであった． 

調査の結果，コツを伝える指導に対する満足度は高いが，この授業により教

員を目指すことへの意識は変化しないことが示された．吉川 (2013) は，スポ

ーツオノマトペを使った指導は，学習者の意欲を高め，学習を促進する可能性

があると報告している．そのため，A氏の授業に参加した学生は，授業中に意

欲的であったと考えられ，こうした態度が満足度の高さに繋がったと考えられ

る．しかし，教員を目指すことへの意識の変化には影響を与えなかった．木下 

(2010) は，運動指導の実践において，指導者自身の運動経験や，指導者が運動

のコツを熟知していることが重要であると報告している．本研究では，A氏に

よる指導は 1回限りであったため，器械運動のコツを熟知するところまで至ら



 徳 山 大 学 論 叢 第 93号 

- 194 - 

 

なかった可能性がある．そのため，運動のコツを熟知するまで実践経験を積む

ことが教員を目指すことへの意識の変化に影響を与え，指導への自信に変わっ

ていくと考えられる． 

 

Ⅳ. まとめ 

 本研究は，体操競技の専門家が指導する器械運動の授業と教科書に書いてあ

る指導内容との違いを質的に調査し，どのような違いがあるのかを考察すると

ともに，専門家の授業を受けた学生の教員を目指すことに対する意識の変化に

ついて調査することを目的とした． 

調査の結果，A 氏の指導は，教科書の指導内容とは違って，スポーツオノマ

トペを利用した，コツを伝える指導であり，こうした指導は教員を目指す学生

に高い満足感を与えることが示された．しかし，教員を目指すことへの意識の

変化や器械運動の指導への自信を高めるためには，学んだコツを熟知するまで

実践的な経験を積むことが重要であるといえる． 
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